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東
京
清
掃
労
働
組
合
退
職
者
会

10
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
、

６
月
15
日
に
清
掃
会
館
地
下
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
39
名
、

来
賓
12
名
、東
京
清
掃
と
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
等
８
名
の
59
名
が
参
加
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

戸
枝
事
務
局
長
の
司
会
で
開
会
、

庄
司
会
長
は
「
再
建
10
年
を
無
事

迎
え
ら
れ
た
の
は
、
す
べ
て
の
会

員
の
努
力
と
上
部
団
体
の
指
導
、

東
京
清
掃
の
援
助
の
賜
物
。」
と

謝
意
を
述
べ
た
上
で
「
安
倍
を
倒

せ
！
」
と
檄
を
飛
ば
し
ま
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
、
東
京
清
掃
染

委
員
長
、
自
治
退
都
本
部
岡
田
会

長
、
都
庁
退
小
林
会
長
、
岸
ま
き

こ
後
援
会
徳
茂
副
会
長
か
ら
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
退
職
者
会
再
建
時

の
東
京
清
掃
委
員
長
西
川
さ
ん
の

発
声
で
乾
杯
。
そ
の
後
、
歓
談
。

　

頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
腹
話

術
師
い
ず
み
と
そ
の
仲
間
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
笑
い
転
げ
た
後
、

各
単
会
代
表
な
ど
関
係
者
に
よ
る

来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
サ
プ
ラ
イ
ズ
。
佐
藤
晋
一

さ
ん
が
幹
事
を
引
き
受
け
て
く
れ

る
と
発
表
、
参
加
者
の
総
意
で
承

認
し
ま
し
た
。
最
後
は
庄
司
会
長

の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
。
名

残
り
惜
し
み
つ
つ
閉
じ
ま
し
た
。

１０周年をバネに　
次の１０年の闘いへ

東京清掃
退職者会

東京清掃三役と書記がお祝いの詞

清掃会館地下ホールで記念レセプション

「腹話術師いずみとその仲間」のパフォーマンス



２

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2018 年７月

１０周年記念レセプション

坂本副委員長多田副委員長

中里書記長田口書記次長

森谷書記北山書記前田書記

戸枝事務局長司会で
開会（進行管理バッチリ）

庄司会長主催者挨拶
「安倍を倒せ！」と檄

東京清掃染委員長激励
「来年 70 周年」と紹介

自治退岡田会長激励
「清掃とともに闘う」

都庁退小林会長激励
「仲間を大事にしよう」

岸後援会徳茂副会長
「岸勝利は自治労の生命線」

西川元委員長の
発声で “ 乾杯 ”アイサツ長くね

遊んじゃえ

「10 年史」分厚いね

ようやるわ

やったあ！やっと乾杯だ
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馬場泉美さんと
ケンちゃん

太鼓・その他
植原真理さん

キーボード　
瓜田修子さん

自著書を宣伝する
辻さん

（株）セレモア
青木良泰さん

福祉保健局退職者会
小竹保子さん

都市整備環境退職者会
中原信常さん

主税局退職者会
関口孝光さん

中央市場退職者会
寺崎良弘さん

建設局退職者会
吉廣克之さん

労働行政職員退職者会
北山　潔さん

全労済東京
上原広行さん
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新幹事に佐藤さん、会計監査に穂戸田
さんと小林さん。みんなで頑張ります

第１１回退職者会定期総会

庄司会長

司会・柳副会長

吉田総会議長

戸枝事務局長

山岸会計監査

丹野副会長
　

６
月
15
日
に
清
掃
会
館
で
第
11

回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

柳
副
会
長
の
司
会
で
開
会
、
総

会
議
長
は
吉
田
雅
明
さ
ん
。
参
加

会
員
39
名
、委
任
状
26
名
で
し
た
。

　

庄
司
会
長
は
「
会
員
は
100
名
を

超
え
た
が
、
さ
ら
に
増
や
す
よ
う

努
力
し
て
ほ
し
い
。
安
倍
政
権
の

横
暴
は
断
じ
て
許
せ
な
い
。
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
へ
み

ん
な
で
闘
お
う
。」
と
挨
拶
。
来

賓
挨
拶
は
10
周
年
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

を
承
認
、
参
加
し
た
新
会
員
２
名

を
紹
介
し
た
の
ち
、
役
員
を
確
認

し
ま
し
た
。
戸
張
副
会
長
、
古
口

幹
事
、
馬
鳥
幹
事
、
吉
田
幹
事
が

勇
退
、
新
た
な
役
割
を
負
っ
た
会

計
監
査
に
穂
戸
田
さ
ん
と
小
林
さ

ん
。
総
会
後
幹
事
を
引
き
受
け
て

い
た
だ
い
た
佐
藤
さ
ん
含
む
14
名

２０１８年度役員
会　　長　庄司　隆男（再）
副　会　長　丹野富士雄（再）
副　会　長　柳　　　章（再）
事務局長　戸枝　　章（再）
事務局次長　（欠　員）
会　　計　戸枝章（兼任・再）
幹　　事　渡辺　正勝（再）
幹　　事　岩渕　勝美（再）
幹　　事　山岸　治美（再）
幹　　事　岡澤　　徹（再）
幹　　事　押田　五郎（再）
幹　　事　箱田　修一（再）
幹　　事　篠田　和則（再）
幹　　事　佐藤　晋一（新）
会計監査　穂戸田　功（新）
会計監査　小林　　守（新）
顧　　問　染　　裕之（委員長）
顧　　問　北條　信治（元会長）
顧　　問　堀田　義博（前会長）

新たに加わった役員

退任した役員

の
関
係
で
省
略
、
早
速

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

経
過
報
告
、
会
計
報

告
、
会
計
監
査
報
告
、

活
動
方
針
案
、
規
約
改

正
案
（
10
年
を
経
て
全

面
改
正
）、
旅
行
会
規

則
廃
止
案
、
旅
費
基
準

改
正
案
、
会
計
予
算
案

で
運
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

今
後
も
叱
咤
激

励
く
だ
さ
い
。

戸張副会長 吉田幹事

佐藤幹事 穂戸田会計監査 小林会計監査

箱田さん　　　穂戸田さん　　　渡辺さん　　　庄司さん　　　　柳さん　　　　　山岸さん　　　　　岡澤さん
押田さん　　　小林さん　　　戸枝さん　　　　丹野さん　　　岩渕さん　　　　　篠田さん



退職者会に新たな自主サークル

その名も「宇宙物理学部」
　何をするサークルなのかわかりにくいでしょう
が、宇宙を語り、宇宙に関する施設見学等を行う
構想です。反省会と称する居酒屋で一杯が、最終
目的化する可能性の高いような気もしますが。
　スタートとなるイベントは「宇宙ミュージアム
TeNQ」見学です。
★日　時　7 月 20 日（金）午後 1 時集合
★場　所　東京ドームシティ
★入場料　1,200 円（シニア 65 歳以上）
　　　　　※年齢を証明できるもの持参のこと
★反省会　近くの居酒屋で
★参　加　箱田幹事へ連絡してください。
　　　　　直接参加でも構いませんが…。

秋のフィールドワーク
東京大空襲跡をたどる

　秋のフィールワークは、東部地区の
東京大空襲跡を候補に検討中です。江
東区北砂にある「東京大空襲・戦災資
料センター」の見学は欠かせないよう
に思います。実施時期は 10 月を考え
ており、実施案は７月の幹事会で決め
る予定です。
■「東京大空襲・戦災資料センター」
　東京大空襲の惨状を次世代に語り継
ぎ、平和の研究と学習に役立つことを
願い４千名を超える募金で設立された
民立・民営の資料
センター。2002
年３月に、戦禍の
最も大きかった江
東区北砂の地に開
館した。

11 月 11 日（日）～ 12 日（月）
「ニュー・グリーンピア津南」

一泊でのんびり
●宿　泊　ニュー・グリーンピア津南

●主な行程の案

　１日目＝新宿８時30分発→12時30分津南着、

　　　　　お昼は各自、ホテルの部屋は 15 時か

　　　　　ら使用可。ホテル敷地内はリゾート設

　　　　　備多数。温泉も自由。夜は個室で和懐

　　　　　石料理とカラオケ。勿論飲み放題。

　２日目＝ホテル８時 30 分発で秋山郷散策オプ

　　　　　ションツアー。12 時頃ホテルに帰り、

　　　　　昼食。14時発→ 18時 15 分頃新宿着

●旅行費　１万６千円の予定（２日目の昼食付）

　　　　　二人で個室は、２千円×２のプラス。

●留意点　バスは貸切ではなく、他の一般客と一

　　　　　緒です。車内で飲酒はできません。

　　　　※募集は９月の予定です。
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「機関紙総集編」希望者に配布
　10 周年記念事業として退職者会の機
関紙総集編（５周年以降、46 号～ 106
号）を発行する計画でしたが、５年間
毎月発行した機関紙は 280 頁にもなり
ますので、作成の労力も半端ではあり
ません。そこで、希望者へ配布する方
式に切り換えることにしました。希望
する方は電話で結構ですので、連絡く
ださい。期限は特に設けません。

政治情勢をテーマに　　

９月中旬に学習会
　秋の学習会は、政治課題がテーマで
す。憲法や国会情勢などについて、平
和フォーラム勝島事務局長から講演し
ていただく予定です。
　開催日は９月中旬を予定しています。
　講演内容と日程は、現在調整中です。
　学習会終了後は、いつものように懇
親会をもちます。
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６
月
24
日
、
東
京
清
掃
主
催
の

狭
山
現
地
調
査
に
染
委
員
長
は
じ

め
三
役
・
常
任
、各
支
部
と
「
清
掃
・

人
権
交
流
会
」
か
ら
40
人
近
い
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
東
京
清
掃
の

狭
山
再
審
闘
争
に
対
す
る
力
強
い

取
り
組
み
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
「
ひ
と
り
一
人
の
狭
山
」
と
題
し

部
落
解
放
同
盟
都
連
狭
山
闘
争
本

部
長
松
島
さ
ん
か
ら
お
話
し
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
母
親
や
兄
の

生
き
方
を
織
り
交
ぜ
た
講
演
は「
ひ

と
り
一
人
」
狭
山
に
取
り
組
む
根

源
を
問
う
も
の
で
し
た
。
部
落
解

放
運
動
の
語
り
部
と
し
て
継
承
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

石
川
さ
ん
か
ら
、
字
を
取
り
戻

す
闘
い
、
同
じ
死
刑
囚
と
し
て
袴

田
さ
ん
と
の
交
流
、
子
供
達
へ
の

手
紙
の
返
信
は
寝
る
間
も
な
い
位

大
変
だ
っ
た
こ
と
、
早
智
子
さ
ん

か
ら
、
本
籍
地
を
変
え
部
落
差
別
　

事
件
発
生
か
ら
55
年
、
確
定
判

決
か
ら
43
年
、
第
３
次
再
審
請
求

か
ら
12
年
。
証
拠
開
示
で
検
察
を

追
詰
め
、
続
々
出
さ
れ
る
新
証
拠

は
裁
判
所
に
動
揺
を
与
え
、
再
審

闘
争
は
大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

一
雄
さ
ん
は
、事
実
調
べ
で
「
地

下
タ
ビ
を
は
か
せ
ろ
。」
と
訴
え
て

い
ま
す
。
最
後
に
、
一
雄
さ
ん
の

獄
中
日
記
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
、
火
事
で
焼
け
て
、
１
冊
し

か
残
っ
て
い
な
い
貴
重
な
も
の
で

す
。
細
か
い
几
帳
面
な
字
で
ビ
ッ

シ
リ
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

時
々
読
む
個
所
は
母
親
の
死
の
と

こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。
一
刻
も
早
く

見
え
な
い
手
錠
を
は
ず
し
て
墓
参

り
を
実
現
さ
せ
た
い
。「
冤
罪
を
晴

ら
し
て　

今
日
の
墓
参
り
」（
郡
司
）

　

６
月
30
日
、
東
京
清
掃
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
東
京
ド
ー
ム
ボ
ウ
ル

で
開
催
さ
れ
、各
地
連
な
ど
18
チ
ー

ム
69
名
参
加
し
ま
し
た
。
退
職
者

会
は
、
竹
内
さ
ん
、
柳
さ
ん
、
箱

田
さ
ん
、
駒
井
さ
ん
が
参
加
。
青

年
部
の
隣
で
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
後
、清
掃
会
館
地
下
ホ
ー

ル
に
移
動
し
て
表
彰
式
と
懇
親
会
。

青
年
部
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
た

の
か
成
績
は
？　

退
職
者
会
チ
ー

ム
の
個
人
成
績
は
完
全
年
齢
順
。

　

各
地
連
の
参
加
者
は
若
い
人
が

多
く
、
若
い
仲
間
と
の
交
流
は
元

気
に
な
り
ま
す
ね
。

東
京
清
掃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

22
年
連
続
の
狭
山
現
地
調
査
に
参
加
し
て

箱
を
持
ち
歩
く

の
は
あ
ま
り
に

も
不
自
然
、
被

害
者
と
の
出
会

い
地
点
で
は
両

手
が
塞
が
り
、

走
る
自
転
車
を

止
め
る
こ
と
は

不
可
能
で
す
。

嘘
の
自
白
だ
か

ら
つ
じ
つ
ま
が

合
い
ま
せ
ん
。

獄中日記を手に 獄中日記

石川一雄さんと早智子さんウソの自白に基づく現地調査

現地闘争本部（旧石川さん宅）前にて

か
ら
逃
げ
て
い
た
が
、
労
働

組
合
に
出
会
い
、
狭
山
に
出

会
い
、一
雄
さ
ん
に
出
会
い
、

た
く
さ
ん
の
支
援
者
に
出
会

え
て
感
謝
し
て
い
る
と
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
現
地
調
査

前
、
疑
問
に
思
っ
て
い
た
こ

と
を
一
雄
さ
ん
に
聞
き
ま
し

た
。「
当
時
、
弁
当
箱
は
ど

の
よ
う
に
し
て
持
ち
歩
い
て

い
た
か
」
で
す
。
一
雄
さ
ん

か
ら
「
段
ボ
ー
ル
に
く
る
み

保
温
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

た
。」
と
の
答
え
、
と
す
る

と
、
嘘
の
自
白
に
あ
る
事
件

当
日
、
牛
乳
瓶
２
本
と
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
買
い
、
弁
当
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米
空
軍
特
殊
部
隊
オ
ス
プ
レ

イ
の
横
田
基
地
配
備
に
反
対
す

る
集
会
が
６
月
17
日
、
多
摩
川

中
央
公
園
（
福
生
市
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

関
東
上
空
に
は
、
伊
豆
半
島

か
ら
新
潟
県
ま
で
の
一
都
八
県

に
ま
た
が
る
空
の
ア
メ
リ
カ
領

「
横
田
空
域
」
が
広
が
り
、
民
間

機
は
そ
こ
を
避
け
て
燃
料
と
時

間
を
空
費
し
て
飛
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
「
横
田
空
域
」
は
オ
ス

プ
レ
イ
の
訓
練
空
域
に
な
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
５
日
、
日
比
谷
野
音
で
「
オ
ス

プ
レ
イ
飛
ば
す
な
！
６
・
５
首
都
圏
行

動
」
が
開
催
さ
れ
、
約
３
千
人
が
参
加
。

　

軍
事
評
論
家
の
前
田
哲
男
さ
ん
は
、

朝
鮮
半
島
有
事
を
想
定
し
て
配
備
さ
れ

実
践
訓
練
し
て
い
る
奇
襲
作
戦
・
特
殊

作
戦
用
と
し
て
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
役
割

に
ふ
れ
、「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
是
認
、

戦
争
法
の
成
立
と
い
う
新
た
な
事
態
の

中
、
日
米
の
軍
事
一
体
化
が
さ
ら
に
進

ん
で
い
る
。」
と
警
告
を
発
し
ま
し
た
。

　

危
険
な
欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
が
「
我

が
物
顔
で
全
国
を
飛
び
回
っ
て
い
る
」

現
状
を
変
え
る
た
め
に
、
闘
い
抜
く
こ

と
を
改
め
て
確
認
し
た
集
会
で
し
た
。

　

７
月
１
日
、
陸
上
自
衛
隊
木
更
津
駐

屯
地
に
面
し
た
吾
妻
公
園
で
、
オ
ス
プ

レ
イ
暫
定
配
置
反
対
集
会
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
約
２
千
人
。「
暫
定
配

置
は
永
続
配
置
」、「
日
本
の
軍
備
増
大

を
止
め
よ
う
」、「
千
葉
県
を
軍
事
拠
点

に
さ
せ
な
い
」、「
安
倍
内
閣
退
陣
」、「
オ

ス
プ
レ
イ
の
排
気
温
度
は
300
度
超
」、「
県

知
事
は
国
の
言
い
な
り
」
等
の
挨
拶
・

報
告
・
決
議
の
確
認
後
、
木
更
津
駅
ま

で
の
約
２
キ
ロ
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

木
更
津
市
は
東
京
通
勤
も
多
く
人
口

増
が
続
く
一
方
、駅
前
は
典
型
的
シ
ャ
ッ

タ
ー
街
で
し
た
。
猛
暑
の
な
か
元
気
に

デ
モ
行
進
を
終
え
ま
し
た
。（
岡
澤
）

軍
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
が
落
下
し

た
事
件
に
触
れ
、
横
田
で
繰
り

返
さ
れ
る
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
訓
練

の
危
険
性
を
指
摘
し
、
そ
の
上
、

オ
ス
プ
レ
イ
が
来
る
こ
と
に
強

く
抗
議
し
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
横
田
基
地
前
を
「
横

田
基
地
撤
去
！
」「
オ
ス
プ
レ
イ

来
る
な
！
横
田
に
来
る
な
！
」

と
コ
ー
ル
し
て
行
進
。
東
京
清

掃
は
染
委
員
長
を
先
頭
に
隊
列

を
組
み
デ
モ
を
貫
徹
し
ま
し
た
。

オスプレイ暫定配置反対
7・1県民大集会 in 木更津

オスプレイ飛ばすな！
6・5首都圏行動

オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地
配
備
に
反
対
す
る
東
京
集
会

オスプレイ飛ばすな！

　

ま
た
、
横
田
基
地
公
害
訴
訟
原
告

団
は
、
羽
村
市
の
中
学
校
校
庭
に
米
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６
月
10
日
、「
安
倍
９

条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
政
治
の
腐

敗
と
人
権
侵
害
を
許
さ
な

い
！
安
倍
政
権
退
陣
要
求

６
・
10
国
会
前
大
行
動
」
が

国
会
正
門
前
で
開
催
さ
れ
、

激
し
い
雨
に
も
関
わ
ら
ず
、

約
３
万
人
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
は
、「
暴
走
が
続

く
安
倍
政
権
は
ウ
ソ
だ
ら

け
だ
。
こ
れ
を
許
せ
ば
平

和
と
民
主
主
義
、
未
来
も

壊
さ
れ
る
。
野
党
と
全
国

の
仲
間
が
闘
え
ば
必
ず
安

倍
政
権
を
倒
す
こ
と
が
で

き
る
。」
と
訴
え
ま
し
た
。 

　

各
界
代
表
発
言
は
14
人
。

森
友
・
加
計
疑
惑
追
及
、

自
民
党
の
女
性
蔑
視
批
判
、

労
働
法
制
改
悪
反
対
、
辺

野
古
新
基
地
建
設
反
対
、

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
、

反
核
・
反
原
発
等
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
を
訴
え
ま
し
た
。

特
に
、「
過
労
死
家
族
の
会
」

が
明
か
し
た
「
安
倍
首
相

は
過
労
死
家
族
と
の
面
会

を
拒
否
し
て
い
る
」
事
実

に
、
怒
り
を
覚
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
安
倍
政
権
を

倒
そ
う
！
」「
森
友
・
加
計

疑
惑
徹
底
追
及
！
」「
改
憲

発
議
を
止
め
よ
う
」
等
の

コ
ー
ル
を
繰
返
し
ま
し
た
。

　

15
年
９
月
19
日
の
「
戦
争
法
」
強
行

採
決
か
ら
「
19
日
行
動
」
が
毎
月
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
６
月
19
日
の
国
会
議

員
会
館
前
行
動
で
主
催
者
は
、「
韓
国
の

キ
ャ
ン
ド
ル
革
命
も
最
初
は
盛
り
上
が

ら
な
か
っ
た
が
、
あ
き
ら
め
ず
闘
い
続

け
た
結
果
、
壁
を
突
破
す
る
局
面
が
来

て
政
権
を
倒
し
た
。
安
倍
内
閣
は
い
ま

だ
30
％
の
支
持
が
あ
る
。
私
た
ち
も
あ

き
ら
め
ず
に
無
数
の
小
さ
な
穴
を
開
け

る
闘
い
を
続
け
よ
う
。」と
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
安
倍
政
治
の
デ
タ
ラ
メ

さ
の
象
徴
で
あ
る
「
働
き
方
法
案
」
に

批
判
が
集
中
、
嘘
と
偽
り
の
安
倍
政
治

に
ス
ト
ッ
プ
！
の
声
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

不
当
解
雇
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
、

不
当
労
働
行
為
、
な
ん
で
労
働
者
の
権

利
は
こ
ん
な
に
歪
め
ら
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
非
道
な
資
本
と
闘
っ
た
フ
ジ
ビ

闘
争
が
勝
利
的
に
和
解
し
た
と
い
う
の

に
、
次
の
争
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

６
月
14
日
の
東
京
総
行
動
に
、
東
京

福
祉
大
学
争
議
が
加
わ
り
ま
し
た
。
組

織
ぐ
る
み
の
人
権
侵
害
と
不
当
解
雇
を

裁
判
で
敗
訴
し
た
大
学
側
は
、
和
解
事

項
で
あ
る
被
解
雇
者
の
職
場
復
帰
を
認

め
ず
、
所
属
労
組
を
名
誉
毀
損
で
訴
え

る
ス
ラ
ッ
プ
訴
訟
を
起
こ
し
た
の
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
許
す
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
勝
利
す
る
ま
で
闘
う
ぞ
！

東京福祉大学は組織ぐる
みの人権侵害をやめろ！

「ウソとイツワリの政治」
アベを許さない！

安倍内閣総辞職


